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【研究背景】 

CuCrO2（CCO）は p 型透明導電材料として注目されている[1]。また、抗菌効果が報告されてお

り[2]、接触による細菌繁殖が懸念されるタッチパネル等への適用が期待できる。しかし薄膜の物

性と抗菌作用の関係は解明されていない。本研究では、CCO薄膜の抗菌効果と薄膜の形成法およ

び物性の関連を検討した。 

【実験方法】 

50 nm厚の CCO薄膜は、RFマグネトロンスパッタ法を用い 1.0 Paのアルゴン雰囲気中で c面

サファイア基板上に室温で堆積した。抗菌効果は、ISO 22196（JIS Z2801）に基づき、大腸菌コロ

ニー数（CFU）で評価した。CCO薄膜上に大腸菌培養液を滴下後 3時間静置し、その後培養液を

洗い流し回収し、寒天プレート培地に接種し 18 時間以上 37℃で培養して大腸菌コロニーの形成

し、CFUを計数した。 

【実験結果】 

CCO薄膜上およびガラス基板上でインキュベーションした場合の大腸菌コロニーの発生状況を

Fig. 1(a)と(b)に示す。CCO薄膜での CFUはガラス基板に比べ約 90％減少することを確認した。講

演では薄膜の形成法および物性と抗菌効果の関連について詳細に報告する。 
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Fig. 1. Status of E. coli colonies after 3-hour incubation on (a) glass substrate and (b) 

CCO(50 nm) film/sapphire substrate. 
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